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ご　挨　拶

� 後援会会長　横 山　弘 文

ご　挨　拶

� 校長　梶　 　良 成

　後援会の皆様には後援会活動にご理解とご協

力をいただきまして、感謝申し上げます。　　

　長く続いております新型コロナウイルスの

問題では、生徒の皆さんや御家族の皆様、学校

関係者の皆様も大変なご苦労をされているこ

ととご推察申し上げます。現在、新型コロナワ

クチンの接種が進んでおりますが、生徒の皆さ

んがワクチン接種を終えるのはまだまだ先に

なる見込みです。このような状況で進学の問題

や部活動に関して、さまざまな制限があるかと

思います。そのような中ですが、令和３年度予

算におきましては、例年通り計上致しました。

生徒の皆さんが十分活躍できるよう、後援会と

して応援してまいります。

　さて今年度は役員の改選時期でありました。

令和３年、４年度の会長を再度引き受けること

となりました。役員の皆様のご協力をいただ

きながら、業務に取り組んでまいりますので、

皆様からのお力添えやご指導を賜りたく、宜し

くお願い申し上げます。さらにはコロナ禍で大

変な時期ではありますが、ご理解をいただきま

して会費納入にご協力していただきますよう、

重ねてお願い申し上げます。

　最後に会員各位と生徒の皆様、小出高等学校

関係者の皆様のご健康とご活躍をご祈念申し

上げ、挨拶とさせていただきます。

　後援会の皆様には日ごろから本校の教育活
動に多大なるご理解とご支援を賜り、厚く御
礼申し上げます。
　昨年来の新型コロナウイルスの感染拡大に
より、卒業式、入学式等の儀式の縮小や全校集
会を放送で実施するなど、通常の教育活動に
一定の制限がかかりますが、現在は生徒、教
職員とも感染症予防に努めながら、日々の学
習や部活動等に取り組んでいます。
　４月６日に 139 名の新入生を迎え、令和３
年度がスタートしました。今年度も全ての学
年が４クラス、全校生徒は 435 名です。その
９割以上が魚沼市、南魚沼市及び湯沢町の中
学校出身者であり、地域の学校として、地元
や地域の方々に支えられて落ち着いた環境の
もと、生徒は学業と部活動、その他様々な活
動に励んでいます。
　この春の進路状況は、大学等への進学者が
約 21%、専門学校が約 61%、就職が約 15% で
した。コロナ禍の中で社会の様子が変容して
いきますが、この状況においても生徒の多様
な進路希望の実現を図るとともに、郷土に対
する愛着を育み、将来は魚沼地域に貢献する
人材を育成することが小出高校の使命である
と日頃から強く感じております。
　設置から７年になる「医療専攻」コースは、
今春第５期生が卒業し、39 名の生徒が広く医
療関係分野に進学しました。これはひとえに
小出病院、魚沼基幹病院をはじめとする地元
医療関係者の皆様から強力なご支援をいただ
いているお陰です。改めて感謝申し上げます。
　部活動では新 1年生を加えた各部の部員た
ちが、活発に活動し、陸上競技部が６月に開催
された北信越大会に進出しました。これから
も学習と部活動に十分打ち込めるよう環境整
備を一層進めてまいります。今後ともご支援、
ご協力をいただきますよう、お願い申し上げ、
ご挨拶といたします。
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　令和２年度会計決算報告　
［収入の部］

項　　　　目 予　算　額 決　算　額 摘　　　　　要
繰 � 越 � 金 866,700 866,700
会 　 　 費� 1,400,000 1,253,313
雑 � 収 � 入 10 9 預金利息

合 　 　 計 2,266,710 2,120,022

（単位：円）

［支出の部］ （単位：円）

〔令和３年度への繰越金〕
　　　　（収入）2,120,022 円　−　（支出）1,238,256 円　＝��881,766 円�

　令 和３年 度 会 計 予算　

項　　　　目 今年度予算額 前年度予算額 前年度決算額 摘　　　　　要
前 年 度 繰 越 金 881,766 866,700 866,700
会 　 　 費 1,300,000 1,400,000 1,253,313 後援会費

雑 � 収 � 入 10 10 9 預金利息

合 　 � 　 計 2,181,776 2,266,710 2,120,022

［収入の部］ （単位：円）

［支出の部］ （単位：円）

項　　　　目 予　算　額 決　算　額 摘　　　　　要
事 務 局 費 30,000 6,710 総会案内通信費

会員募集要項及び後援会報作成 500,000 450,010 郵送料含む

進 路 指 導 補 助 費 650,000 148,544
拡大プリンター用インク・ロール紙代金
令和元年度医療専攻発表会資料製本
模擬試験監督料補助

ク ラ ブ 関 係 費 350,000 98,300 懸垂幕（スキー部）
スノーモービル引取

環 境 整 備 費 100,000 534,692 ロータリー外灯修繕
式典用折りたたみ椅子

行 事 補 助 100,000 0
次年度当座の活動資金 500,000 0 次年度へ繰り越し

予 　 備 　 費 36,710 0
合 　 計 2,266,710 1,238,256

項　　　目 今年度予算額 前年度予算額 前年度決算額   摘　　　　　要
事 務 局 費 30,000� 30,000� 6,710 総会通信費
会員募集要項及び後援会報作成 500,000� 500,000� 450,010 約1500部印刷��郵送料含む
進 路 指 導 補 助 費 600,000� 650,000� 148,544 進路指導関係費
ク ラ ブ 関 係 費 300,000� 350,000� 98,300 懸垂幕、活動補助　
環 境 整 備 費 300,000� 100,000� 534,692 環境整備補助
行 事 補 助 100,000� 100,000� 0
次年度当座の活動資金 300,000� 500,000� 0 令和4年度当座
予 　 備 　 費 51,776� 36,710� 0

合 　 　 計 2,181,776 2,266,710� 1,238,256
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医療系専門学校
24%

その他専門学校
35%

短大
1%

大学
20%

就職
14%

浪人・その他
6%

令和２年度卒業生
進  路  状  況

【県内】
■ 私立四年制大学の部

【県外】

令和２年度卒業生　合格者一覧

課　程 全日制
性　別 男子 女子 合計

大
学

国公立 0 0 0

私　立 19 10 29

短
大

国公立 0 0 0

私　立 0 1 1

医療系専門学校 11 24 35

その他専門学校 19 32 51

公 務 員 2 0 2

就職
県内 9 7 16

県外 2 1 3

浪　人 3 1 4

その他 2 3 5

合　計 67 79 146

進路別の割合

学校名 人数

開志専門職大学 3

長岡大学 3

新潟医療福祉大学 5

新潟工科大学 1

新潟国際情報大学 1

合　　　　計 13

学校名 人数

亜細亜大学 1

医療創生大学 1

神奈川大学 2

群馬医療福祉大学 1

大学専門学校説明会
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■ 私立短期大学の部
【県内】

学校名 学部（学科） 人数

新潟青陵大学 短期大学部 1

合　　　　計 1

学校名 人数

國學院大學 1

国士舘大学 1

埼玉学園大学 1

城西国際大学 1

女子栄養大学 1

専修大学 1

大東文化大学 1

高崎健康福祉大学 1

東京電気大学 1

明星大学 1

横浜美術大学 1

合　　　　計 16

人権教育講演会

大学専門学校説明会



− 6−

■ 専門学校（その他）の部
【県内】

学校名 人数

大原医療秘書専門学校新潟校 1

クレアヘアモード専門学校 2

国際外語・観光・エアライン専門学校 1

国際調理製菓専門学校 1

国際ビューティーモード専門学校 3

国際ペットワールド専門学校 1

国際ホテル・ブライダル専門学校 2

JAPANサッカーカレッジ 1

長岡公務員・情報ビジネス専門学校 4

長岡こども・医療・介護専門学校 4

新潟県農業大学校 4

新潟工科専門学校 4

新潟公務員法律専門学校 2

新潟コンピュータ専門学校 2

にいがた食育・保育専門学校えぷろん 1

新潟情報専門学校 1

新潟ビジネス専門学校 2

授業風景

■ 専門学校（医療系）の部
【県内】

【県外】

学校名 人数

看護リハビリ新潟保健医療専門学校 2

北里大学保健衛生専門学院 12

国際メディカル専門学校 1

三条看護・医療・歯科衛生専門学校 3

晴陵リハビリテーション学院 2

長岡赤十字看護専門学校 2

新潟医療技術専門学校 2

新潟県厚生連中央看護専門学校 4

新潟県立十日町看護専門学校 4

新潟病院附属看護専門学校 1

合　　　計 33

学校名 人数

大宮歯科衛生士専門学校 1

専門学校日本医科学大学校 1

合　　　計 2

医療専攻後援会
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■ テクノスクール・大学校・その他

【県外】

学校名 人数

新潟県立魚沼テクノスクール 1

合　　　計 1

進路ガイダンス

学校名 人数

赤堀製菓専門学校 1

大宮ビューティー＆ブライダル専門学校 1

神田外語学院 2

合　　　計 4

学校名 人数

新潟理容美容専門学校 1

日本アニメ・マンガ専門学校 1

日本工学院八王子専門学校 1

日本ビジネス公務員専門学校 3

ヒューマンアカデミー新潟校 1

北陸食育フードカレッジ 2

悠久山栄養調理師専門学校 1

合　　　計 46

入学式
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ロータリー外灯
（環境整備後援会で購入）

令和２年度卒業生　就職内定先一覧

【県内】 【県外】
事業所名

日本郵便株式会社　信越支社

東日本電気エンジニアリング株式会社

株式会社　深谷組

【公務員】
事業所名

自衛隊

新潟県警察

事業所名

医療法人越南会（五日町病院）

お菓子工房　まるみや

株式会社　研電舎

株式会社　ステラユニード

株式会社　新潟ケンベイ

株式会社　日進エンジニアリング新潟工場

株式会社　フレンド本部

株式会社　マルイ

株式会社　森下組

北魚沼農業協同組合

サトウ産業株式会社

北越建設株式会社

六日町ガス株式会社

有限会社　オバタ空調サービス

理研精機株式会社

クラスマッチ授業風景
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スキー部壮行式

懸垂幕

令和２年度
運動部・文化部クラブ成績・活動報告

◆ 野 球 部 ◆
★第142回北信越地区高等学校野球大会
　（令和２年度春季）
　新型コロナウイルス感染拡大のため中止

★令和２年度新潟県高等学校夏季野球大会
　（夏季選手権代替大会）
　1回戦　小出　８−０　加茂高校（7回コールド）
　2回戦　小出　１−４　加茂暁星高校

★第143回北信越地区高等学校野球大会
　（令和２年度秋季）
　2回戦　小出　２−９　三条東高校（7回コールド）

◆ 卓 球 部 ◆
★県高等学校体育大会卓球競技会（3年生）
〈女子シングルス〉　佐藤　愛理　ベスト16
　　　　　　　　　佐藤　美夢　2回戦進出

★秋季中越地区卓球大会
〈男子団体〉　　　　８位
〈女子団体〉　　　　３位
〈男子シングルス〉　小野塚優聖　3回戦進出
　　　　　　　　　　　　　　　（県選抜出場）
　　　　　　　　　外谷林太郎　2回戦進出
　　　　　　　　　平賀　基輝　2回戦進出
　　　　　　　　　田村　義和　2回戦進出

〈女子シングルス〉　山本　愛香　3回戦進出
　　　　　　　　　　　　　　　（県選抜出場）
　　　　　　　　　阿部　唯奈　3回戦進出
　　　　　　　　　　　　　　　（県選抜出場）
　　　　　　　　　佐藤　朱莉　3回戦進出
　　　　　　　　　池田　　惠　2回戦進出
　　　　　　　　　佐藤　仁子　2回戦進出

★県選抜卓球大会
〈女子団体〉　　　　小出　０−３　北越高校
〈男子シングルス〉　小野塚優聖　ベスト32
〈女子シングルス〉　山本　愛香　2回戦進出
　　　　　　　　　阿部　唯奈　2回戦進出

◆ 陸 上 部 ◆ 
★2020新潟県高等学校体育大会
　地区別陸上競技大会（中越大会）
　※春季地区代替試合
〈男子〉� 400m� 6位　山内　涼太
� 400mH� 6位　山内　涼太



− 10 −

� 3000mSC� 6位　鈴木丞太郎
� 走高跳� 3位　永山　　尚
� 三段跳� 6位　福井　晃誠
� 砲丸投� 4位　岡　　弘太
� やり投� 3位　岡　　弘太
� 4×400mR� 6位　山内　涼太　郷　　蒼佑
� � � 　内山　日向　永山　　尚
〈女子〉� 100m� 8位　近藤　萌笑
� 200m� 3位　仲　　美晴
� 400m� 4位　仲　　美晴
� 1500m� 7位　星野　美咲

★令和２年度　秋季地区大会
〈男子〉� 400m� 8位　内山　日向
� 走高跳� 6位　永山　　尚
� 走幅跳� 6位　福井　晃誠
〈女子〉� 100m� 5位　近藤　萌笑
� 200m� 3位　近藤　萌笑

★第71回新潟県高等学校駅伝競走大会
〈男子〉　　16位� 佐藤　大介・駒形　　蓮
� 鈴木丞太郎・遠藤　凪従
� 小林　　廉・藤巻　馨成
� 榎本　颯耶

◆ テニス部 ◆
★中越地区高校新進テニス大会
〈シングルス〉　　金丸　青悟　　ベスト32
★秋季中越地区テニス大会
〈シングルス〉　　金丸　青悟　　ベスト32

◆ スキー部 ◆
★県総体スキー大会　 津南町
〈男子10㎞フリー〉� 15位　佐藤　大介
� 22位　佐藤　肇紀
� 23位　山本　和史
〈女子5㎞フリー〉� 11位　猪又　綾乃
〈男子10㎞クラシカル〉� 16位　山本　和史
� 23位　佐藤　大介
� 26位　佐藤　肇紀
〈女子5㎞クラシカル〉� 7位　猪又　綾乃

★県選手権・国体予選　 十日町市
〈男子10㎞クラシカル〉� 21位　山本　和史
� 26位　佐藤　大介
� 29位　佐藤　肇紀
〈女子5㎞クラシカル〉� 13位　猪又　綾乃
〈男子15㎞フリー〉� 36位　佐藤　大介

� 39位　山本　和史
� 49位　佐藤　肇紀
〈男子30㎞フリー〉� 18位　佐藤　大介
� 23位　山本　和史
� 32位　佐藤　肇紀
〈女子10㎞フリー〉� 11位　猪又　綾乃

★全国高等学校スキー大会　 長野県飯山市
〈男子10㎞フリー〉� 53位　佐藤　大介
� 81位　山本　和史
� 87位　佐藤　肇紀
〈女子5㎞フリー〉� 57位　猪又　綾乃
〈男子10㎞クラシカル〉� 84位　佐藤　大介
� 89位　佐藤　肇紀
� 99位　山本　和史
〈女子5㎞クラシカル〉� 37位　猪又　綾乃

◆ 男子バレー部 ◆
★選手権地区予選
　小出　1−2　中越
　小出　2−1　長岡　　　出場権獲得

★高校選手権新潟県予選会
　小出　0−2　新潟工
★秋季地区大会
　小出　1−2　県央工
　小出　2−0　長岡　　　県大会出場権獲得

◆ 女子バレー部 ◆
★高校選手権新潟県予選会中越地区予選
　小出　2−0　長岡大手

★高校選手権新潟県予選会
　小出　0−2　新潟青陵

★新潟県高等学校秋季地区大会
　小出　1−2　見附
　小出　0−2　長岡大手

クラスマッチ



− 11 −

◆男子バスケットボール部◆
★ウィンターカップ一次予選
　1回戦　　小出　53−56　十日町

★秋季中越地区大会
　1回戦　小出　67−38　三条東
　2回戦　小出　47−104　長岡

◆女子バスケットボール部◆
　大会参加なし

◆ 柔 道 部 ◆
★2020新潟県高等学校体育大会柔道競技会
〈男子個人戦〉　66㎏級　ベスト８　　関　　　渉
★秋季中越・上越地区柔道大会
〈男子団体戦〉　3人制　　2位
★BSN高等学校柔道選手権大会
〈男子団体戦〉　3人制　　3位

◆ 剣 道 部 ◆
部員2名で活動。
大会参加なし

◆ サッカー部 ◆
★選手権大会
　1回戦　小出　0−4　新潟青陵

★秋季地区大会
　1回戦　小出　1−0　長岡高専
　2回戦　小出　0−19　三条

◆ バドミントン部 ◆
★魚沼大会
〈男子ダブルス　Aリーグ〉
　　井口　泰成・星野　翔真　　3位
　　中俣　颯人・星　　洸紀　　ベスト8
〈男子シングルス　Bリーグ〉
　　阿部　寛斎　　ベスト8
〈女子ダブルス　Bリーグ〉
　　小林　夢花・山﨑　夢空　　ベスト8
　　大平　珠里・番場　映瑠　　ベスト8

〈女子シングルス　Bリーグ〉
　　渡辺　亜咲　　ベスト8
　　小林　夢花　　ベスト8

★秋季地区大会
〈男子ダブルス〉
　　井口　泰成・星野　翔真　　ベスト16

◆ 美 術 部 ◆
★展覧会
★魚沼地区高等学校美術書道展　　13名
★高等学校総合文化祭　　　　　　2名　出品

◆ 吹奏楽部 ◆
★第44回新潟県アンサンブルコンテスト
　木管八重奏　　銀賞
　金管打楽器八重奏　　銅賞

◆ 写 真 部 ◆
★高文連の県大会
　　参加
　・�校内外での撮影や、月1回の写真大会など充実し

ていた。

◆ そ の 他 ◆
★令和２年度　漢字検定合格者
　　2級� 6名
　　準2級� 5名
　　3級� 2名

★令和２年度　英語検定合格者
　　準2級� 7名

★令和２年度　数学検定合格者
　　2級� 1名
　　準2級� 2名
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︿編集後記﹀
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が未だ収まらず、体育祭を無観客で実施せざるをえないなど、例年
通りの教育活動を行うことが難しい中、今年度も何とか後援会報の発行に至りました。同窓生や後援会員の
皆様には、多大なる支援を賜り、心より感謝申し上げます。
　昨年度は、多くの行事が中止になるなど、生徒にとってはつらい 1年となってしまいましたが、そんな中
でも随所に小出高校生の生き生きと活動する姿が見られました。「新しい生活様式」を実践しながら、いかに
教育活動を充実させるかが学校の課題です。ICTの活用など、生徒たちの学びを保障する環境を我々大人た
ちが整えていかなければならないと感じています。
　引き続き厳しい状況が続きますが、今後未来を切り拓いていく生徒のために、今後とも物心両面のご援助
をなにとぞよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� （後援会事務局　　小出高校教頭　鈴木　健一）
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　今年度の後援会加入のお願いは、近年の会員の方、地域の事業所、昭和 51 年 3月、昭和 52 年 3月卒業の方
へ送付しております。もし、お知り合いの方で、本校後援会の趣旨にご賛同いただける方をご存知でしたら、
ご紹介いただければ幸いです。後援会のお願いを送付させていただきます。

卒業式


